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FARMING NEWS

○作付比率○等級比率（倉庫出荷分）（12月4日現在）

ハナエチゼン

つ や 姫

コシヒカリ

きぬむすめ
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き ぬ む す め

39.1ha

456.9ha

131.3ha

806.9ha

2.7％(3.5％)

31.9％(33.9％)

9.2％(11.3％)

56.3％(51.3％)

品　種 面　積 作付比率
（参考：1年産）

※加工用米（きぬむすめ）含む。※加工用米（きぬむすめ）を除く。

品種銘柄 1等 2等 3等

100.0％
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62.8％

77.1％

0.0％

27.1％

35.5％

21.9％

0.0％

1.1％

1.7％

0.6％

2
年
産
米
　生
育
総
括

田
植
時
期
の
5
月
は
、
気
温
が
高
く
推
移
し
た
も
の

の
時
折
低
温
の
日
が
あ
り
、
田
植
日
に
よ
っ
て
活
着
不

良
や
、
風
の
強
い
日
が
多
く
風
傷
み
を
受
け
た
ほ
場
も

あ
り
生
育
に
バ
ラ
ツ
キ
が
で
ま
し
た
。

本
田
で
は
藻
類（
ア
オ
ミ
ド
ロ
）表
層
剥
離
が
発
生
し
、

水
の
入
替
え
や
間
断
か
ん
水
、
モ
ゲ
ト
ン
粒
剤
の
施
用

な
ど
に
よ
り
対
処
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ノ
ビ
エ
・
ホ
タ
ル
イ
を
中
心
に
雑
草
の
発
生

も
多
く
、
ほ
場
に
よ
っ
て
中
・
後
期
除
草
剤
に
よ
る
残

草
対
策
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

2
年
産
米
品
種
別
生
育
状
況

6
月
10
日
に
梅
雨
入
り（
平
年
よ
り
3
日
遅
い
）し
、

梅
雨
明
け
は
7
月
30
日（
平
年
よ
り
9
日
遅
い
）と
な
り

ま
し
た
。
長
梅
雨
の
影
響
に
よ
り
生
育
は
軟
弱
徒
長
気

味
と
な
り
、
中
干
し
も
十
分
に
行
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
7
月
の
日
照
時
間
は
平
年
の
約
44
％
、
降
水
量
は
平

年
比
1
4
0
％
）

8
月
に
入
る
と
一
転
し
て
猛
暑
と
な
り
9
月
上
旬
ま

で
気
温
の
高
い
日
が
続
き
ま
し
た
。

病
害
虫
は
、
き
ぬ
む
す
め
を
中
心
に
コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ

に
よ
る
食
害
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
葉
色
の
濃
い
ほ
場

で
多
発
し
緊
急
防
除
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
9
月
下
旬
よ
り
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
に
よ
る
坪

枯
れ
被
害
が
町
内
各
地
で
発
生
し
ま
し
た
。
き
ぬ
む
す

め
の
収
穫
時
期
に
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
収

穫
を
実
施
し
ま
し
た
。

収
量
は
つ
や
姫
・
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
平
年
並
み
〜
や
や

良
。
き
ぬ
む
す
め
は
や
や
不
良
と
な
り
ま
し
た
。

品
質
は
全
品
種
に
て
基
部
未
熟
粒
、
背
白
粒
を
中
心

と
し
た
白
未
熟
粒
が
あ
っ
た
も
の
の
、
全
般
的
に
1
等

米
比
率
は
高
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

○
ハ
ナ
エ
チ
ゼ
ン
　

1
等
米
比
率
1
0
0
％（
1
年
産
98
・
0
％
）

　
田
植
時
期
の
低
温
・
強
風
の
影
響
に
よ
り
、
活
着
不

良
や
植
え
傷
み
・
風
傷
み
の
被
害
を
受
け
初
期
生
育
が

遅
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
気
温
が
高
く
推
移
し
生
育
は

回
復
し
ま
し
た
。

　
収
量
は
平
年
並
み
、
ほ
場
に
よ
っ
て
収
量
に
バ
ラ
ツ

キ
が
出
ま
し
た
。

（
施
設
荷
受
開
始
：
8
月
18
日
　
収
穫
最
盛
期
：
8
月
22
日
）

水

　稲

2
年
産
米
の
結
果
に
つ
い
て

令和2年稲作期間気象図（出雲）①

令和2年稲作期間気象図（出雲）②

○
つ
や
姫
　

1
等
米
比
率
71
・
8
％（
1
年
産
77
・
7
％
）

　
田
植
日
・
ほ
場
条
件
に
よ
っ
て
生
育
に
バ
ラ
ツ
キ
が

あ
り
ま
し
た
。
特
に
低
温
の
日
に
田
植
し
た
ほ
場
や
、

風
当
た
り
の
強
い
ほ
場
で
は
初
期
生
育
が
停
滞
気
味
と

な
り
ま
し
た
。

　
幼
穂
形
成
期（
生
育
転
換
期
）の
6
月
下
旬
か
ら
出
穂

期
の
7
月
末
ま
で
の
期
間
、
低
温
・
長
梅
雨
で
日
照
不

足
に
よ
る
デ
ン
プ
ン
の
蓄
積
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
出
穂
期
以
降
は
、
収
穫
ま
で
高
温
・
多
照
の
天
候
が

続
き
ま
し
た
。
高
温
登
熟
性
の
高
い
品
種
特
性
を
発
揮

し
、
デ
ン
プ
ン
の
蓄
積
不
足
を
あ
る
程
度
カ
バ
ー
し
ま

し
た
。

　
収
量
は
平
年
と
比
べ
や
や
良
、
品
質
は
平
年
並
み
と

な
り
ま
し
た
。

（
施
設
荷
受
開
始
：
8
月
27
日
　
収
穫
最
盛
期
：
9
月
3
日
）

○
コ
シ
ヒ
カ
リ
　

1
等
米
比
率
62
・
8
％（
1
年
産
26
・
4
％
）

　
収
量
は
平
年
並
み
〜
や
や
良
。
品
質
は
、
基
部
未
熟

粒
や
背
白
粒
は
あ
っ
た
も
の
の
、
近
年
品
質
低
下
の
大

き
な
要
因
と
な
る
乳
白
粒
は
少
な
く
、
結
果
と
し
て
1

等
級
比
率
は
平
年
よ
り
高
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

（
施
設
荷
受
開
始
：
8
月
27
日
　
収
穫
最
盛
期
：
9
月
6
日
）
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※聞き取り調査は、大型農家を中心にＪＡで聞き取りをした結果です。
※共同乾燥施設は、籾摺り前の値（推定玄米重量）を基に算出しています。

※（　　）内は俵換算○平均単収（㎏/10a）

聞き取り調査

共同乾燥施設

合 算

ハナエチゼン つや姫 コシヒカリ きぬむすめ

525
（8.8）

441
（7.4）

483
（8.1）

546
（9.1）

497
（8.3）

522
（8.7）

498
（8.3）

476
（7.9）

487
（8.1）

475
（7.9）

440
（7.3）

458
（7.6）
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地域美化で健康に
　　　「美化ウォーキング」開催
　11月８日、斐川女性部は「健康寿命１００歳プロジェ
クト」の一環として「美化ウォーキング」に取り組みま
した。部員と、ＪＡ職員やその家族27名が参加し、斐
川地区本部周辺約２キロを火バサミ片手に、ゴミを拾
いながら歩きました。久しぶりのウォーキングに、皆
さん会話をはずませながら楽しくゴミを拾い、空き缶、
ペットボトル、煙草の吸殻など、ゴミ袋２袋分を回収し
ました。飯塚順子部長は「新型コロナウイルスの影響
で、開催できるか不安だったが、無事に行うことがで
きて良かった。マスク着用ということで皆さん安心し
て楽しくゴミ拾いを行えたと思う。来年もぜひ継続し
て行っていきたい」と話されました。

グリーンセンター
　ＰＯＰ甲子園で最優秀賞を受賞
　ＪＡ全農が主催する農業資材などの売り場作りを競
う「ＪＡ－ＰＯＰ甲子園２０２０」でグリーンセンターが制
作した大型ディスプレイが「ラウンドアップ部門大型陳
列」で最優秀賞を受賞しました。この大会は、定番棚
の活性化を図ると共に、農家に伝わるメッセージや見
せ方を競うことで魅力ある店舗作りに役立ててもらお
うと開催され、全国１３５ＪＡ、４４６店舗が参加しました。
グリーンセンター資材・園芸コーナーの職員がＰＯＰ
の温かみを大切にし、手書きにこだわった作品を制作
し、大型企画商品を前面にＰＲしました。同センター
では今後もお客様に愛される店舗づくりに努めていき
ます。

就労体験学習
　　　農機具の仕組みを学ぶ

　農機課は、１１月１０日から３日間、島根県立出雲工
業高等学校機械科の２年生３名をインターンシップで
受け入れました。生徒たちは、工場内の設備や作業
場の注意点について説明を受けた後、エンジンの組
み立てや分解の他、コンバインの操作やパソコンを
使っての故障診断などに挑戦し、農機具の仕組みに
ついて学びました。実習を受けた生徒は「機械を扱
う上で、ＪＡではどのような仕事をしているのか興味が
あった。実際に体験し学んだことを、今後の授業や
就職活動に活かしていきたい」と話しました。

　１０月３０日、ＪＡ共済連島根県本部と斐川地区本部は
出雲警察署と連携し、出雲市立斐川西中学校で「自
転車交通安全教室」を開き、全校生徒と教職員約
５４０名が参加しました。教室ではプロのスタントマン
による自転車事故の実演が行われ、自転車同士の衝
突事故や、大型トラックによる巻き込み事故などを再
現し、見通しの悪い道路から自転車に乗ったスタント
マンが飛び出して車に跳ねられる様子には、生徒た
ちから驚きの声が上がりました。 ＪＡ共済では今後も
交通安全啓発活動に積極的に取り組むことで、交通
事故未然防止に繋げていきます。

中学生が正しい自転車の
　　　　　　　　　運転を学ぶ

参加者全員で集合写真

エンジンの仕組みについて学ぶ生徒たち スタントマンによる自転車事故の演技

3
年
産
米
に
向
け
て

2
年
産
は
、
水
管
理
が
収
量
・
品
質
に
大
き
く
影

響
し
ま
し
た
。
水
管
理
は
、
異
常
気
象
や
有
害
物
質

の
影
響
を
緩
和
す
る
重
要
な
作
業
で
す
。
天
候
や
生

育
に
応
じ
た
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

近
年
は
、
田
植
時
期
が
高
温
傾
向
に
あ
り
、
ほ
場

の
ガ
ス
わ
き
が
早
く
か
ら
起
こ
り
根
に
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
適
切
な
水
管
理

を
行
っ
て
根
を
健
全
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
収
穫
の
作
業
効
率
を
考
慮
し
必
要
以
上
に

落
水
時
期
が
早
ま
っ
て
い
ま
す
。
早
期
落
水
は
減
収

や
、
乳
白
粒
等
の
発
生
を
助
長
し
、
品
質
低
下
の
原

因
と
な
る
ほ
か
玄
米
の
大
き
さ
（
厚
み
）
に
も
影
響

し
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
収
穫
直
前
（
7
日
前
を

基
本
）
ま
で
土
壌
水
分
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

以
下
、
品
種
ご
と
の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
良
質
米

生
産
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

○
ハ
ナ
エ
チ
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ン
　

　
目
標
収
量
5
4
0
㎏
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

1
回
目
の
穂
肥
を
適
期
に
施
用
し
籾
数
を
確
保
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
町
内
で
最
初
に
出
穂

す
る
品
種
の
た
め
、
カ
メ
ム
シ
被
害
に
は
十
分
注
意

が
必
要
で
す
。
病
害
虫
発
生
予
察
を
見
な
が
ら
適
期

防
除
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

○
つ
や
姫
　

　
つ
や
姫
は
特
別
栽
培
米
基
準
で
の
栽
培
で
あ
る
た

め
、
定
め
ら
れ
た
範
囲
内
で
の
適
正
な
施
肥
量
等
に
よ

り
収
量
増
加
・
品
質
安
定
に
つ
な
が
り
ま
す
。
安
定

生
産
の
た
め
に
は
他
の
品
種
以
上
に
土
づ
く
り
の
役
割

も
大
き
く
な
り
ま
す
。
ケ
イ
酸
質
資
材
の
施
用
に
よ
り

稲
体
の
活
力
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
で
登
熟
が
良
く
な
り

白
未
熟
粒
の
発
生
抑
制
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
雑
草
対
策
に
つ
い
て
は
、
使
用
除
草
剤
も
限
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
水
管
理
は
も
と
よ
り
、
ほ
場
選
定
、
丁
寧

な
代
か
き
等
、
耕
種
的
防
除
の
実
施
に
よ
り
対
策
を
図

り
ま
し
ょ
う
。

○
コ
シ
ヒ
カ
リ
　

　
高
温
登
熟
性
に
優
れ
た
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種
で
は
な
い
た
め
、
高
温

障
害
の
回
避
を
目
的
と
し
た
遅
植
え
を
実
践
し
ま
し
ょ

う
（
5
月
15
日
以
降
）。
ま
た
、
穂
肥
は
生
育
状
況
に

合
わ
せ
て
判
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し
、
適
期
に
施
用
し
ま
し
ょ
う
。
積
極

的
な
土
づ
く
り
の
実
践
と
、
ケ
イ
酸
質
資
材
の
投
入
に

よ
り
異
常
気
象
に
も
負
け
な
い
健
全
な
稲
体
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

○
き
ぬ
む
す
め
　

　
2
年
産
に
お
い
て
病
害
虫
被
害
（
紋
枯
病
、
コ
ブ
ノ

メ
イ
ガ
、
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
）
を
最
も
受
け
ま
し
た
。

き
ぬ
む
す
め
は
他
品
種
よ
り
も
生
育
期
間
が
長
く
、
株

が
張
り
や
す
い
品
種
の
た
め
、
過
繁
茂
に
よ
る
紋
枯
病

の
発
生
や
、
葉
色
が
濃
い
こ
と
か
ら
く
る
病
害
虫
被
害

に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
高
温
登
熟
性
に
優

れ
た
品
種
で
は
な
い
た
め
、
移
植
は
5
月
15
日
以
降
に

行
い
ま
し
ょ
う
。

○
き
ぬ
む
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1
等
米
比
率
77
・
1
％
（
1
年
産
78
・
9
％
）

　
出
穂
期
ま
で
は
、
茎
数
・
草
丈
・
葉
色
と
も
順
調

に
生
育
し
た
一
方
、
長
梅
雨
に
よ
り
中
干
し
管
理
が
難

し
く
、
根
が
浅
く
軟
弱
徒
長
気
味
と
な
り
ま
し
た
。

　
出
穂
期
以
降
は
、
猛
暑
や
台
風
に
伴
う
フ
ェ
ー
ン
現

象
な
ど
、
厳
し
い
環
境
で
の
登
熟
と
な
り
ま
し
た
。
7

月
の
日
照
不
足
（
日
照
時
間
：
平
年
の
約
44
％
）
に

よ
っ
て
デ
ン
プ
ン
の
蓄
積
が
不
十
分
な
稲
体
に
与
え
る

影
響
は
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
７
月
に
ほ
場
が

乾
く
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
、
収
穫
の
作
業
効
率
を
考

慮
し
て
登
熟
期
間
中
の
か
ん
水
を
控
え
た
ほ
場
で
は
、

根
の
活
性
低
下
が
さ
ら
に
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
9
月
は
、
台
風
9
・
10
号
の
通
過
や
局
所
的
な
集

中
豪
雨
に
よ
っ
て
倒
伏
ほ
場
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
フ
ェ
ー
ン
現
象
の
影
響
も
あ
り
吸
水
不
良
に
よ

る
干
ば
つ
被
害
も
あ
り
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
葉
色
が
濃
い
ほ
場
を
中
心
に
コ
ブ
ノ
メ

イ
ガ
に
よ
る
止
め
葉
の
食
害
も
あ
り
、
出
穂
後
の
光
合

成
に
も
影
響
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
に

よ
る
坪
枯
れ
被
害
も
町
内
各
地
で
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

登
熟
期
間
は
高
温
に
よ
り
平
年
に
比
べ
短
く
な
り
ま
し
た
。

　
収
量
は
や
や
不
良
。
地
上
部
の
生
育
が
良
好
で
あ
っ

た
た
め
、
穂
数
や
一
穂
籾
数
は
概
ね
平
年
並
み
に
確
保

出
来
た
も
の
の
、
粒
が
小
さ
く
、
網
下
米
が
多
く
な
っ

た
（
登
熟
歩
合
、
千
粒
重
の
低
下
）
こ
と
が
低
収
の
大

き
な
要
因
と
な
り
ま
し
た
。

（
施
設
荷
受
開
始
：
9
月
20
日
、
収
穫
最
盛
期
：
9
月
29
日
）

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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地域美化で健康に
　　　「美化ウォーキング」開催
　11月８日、斐川女性部は「健康寿命１００歳プロジェ
クト」の一環として「美化ウォーキング」に取り組みま
した。部員と、ＪＡ職員やその家族27名が参加し、斐
川地区本部周辺約２キロを火バサミ片手に、ゴミを拾
いながら歩きました。久しぶりのウォーキングに、皆
さん会話をはずませながら楽しくゴミを拾い、空き缶、
ペットボトル、煙草の吸殻など、ゴミ袋２袋分を回収し
ました。飯塚順子部長は「新型コロナウイルスの影響
で、開催できるか不安だったが、無事に行うことがで
きて良かった。マスク着用ということで皆さん安心し
て楽しくゴミ拾いを行えたと思う。来年もぜひ継続し
て行っていきたい」と話されました。

グリーンセンター
　ＰＯＰ甲子園で最優秀賞を受賞
　ＪＡ全農が主催する農業資材などの売り場作りを競
う「ＪＡ－ＰＯＰ甲子園２０２０」でグリーンセンターが制
作した大型ディスプレイが「ラウンドアップ部門大型陳
列」で最優秀賞を受賞しました。この大会は、定番棚
の活性化を図ると共に、農家に伝わるメッセージや見
せ方を競うことで魅力ある店舗作りに役立ててもらお
うと開催され、全国１３５ＪＡ、４４６店舗が参加しました。
グリーンセンター資材・園芸コーナーの職員がＰＯＰ
の温かみを大切にし、手書きにこだわった作品を制作
し、大型企画商品を前面にＰＲしました。同センター
では今後もお客様に愛される店舗づくりに努めていき
ます。

就労体験学習
　　　農機具の仕組みを学ぶ

　農機課は、１１月１０日から３日間、島根県立出雲工
業高等学校機械科の２年生３名をインターンシップで
受け入れました。生徒たちは、工場内の設備や作業
場の注意点について説明を受けた後、エンジンの組
み立てや分解の他、コンバインの操作やパソコンを
使っての故障診断などに挑戦し、農機具の仕組みに
ついて学びました。実習を受けた生徒は「機械を扱
う上で、ＪＡではどのような仕事をしているのか興味が
あった。実際に体験し学んだことを、今後の授業や
就職活動に活かしていきたい」と話しました。

　１０月３０日、ＪＡ共済連島根県本部と斐川地区本部は
出雲警察署と連携し、出雲市立斐川西中学校で「自
転車交通安全教室」を開き、全校生徒と教職員約
５４０名が参加しました。教室ではプロのスタントマン
による自転車事故の実演が行われ、自転車同士の衝
突事故や、大型トラックによる巻き込み事故などを再
現し、見通しの悪い道路から自転車に乗ったスタント
マンが飛び出して車に跳ねられる様子には、生徒た
ちから驚きの声が上がりました。 ＪＡ共済では今後も
交通安全啓発活動に積極的に取り組むことで、交通
事故未然防止に繋げていきます。

中学生が正しい自転車の
　　　　　　　　　運転を学ぶ

参加者全員で集合写真

エンジンの仕組みについて学ぶ生徒たち スタントマンによる自転車事故の演技
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2
年
産
に
お
い
て
病
害
虫
被
害
（
紋
枯
病
、
コ
ブ
ノ

メ
イ
ガ
、
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
）
を
最
も
受
け
ま
し
た
。

き
ぬ
む
す
め
は
他
品
種
よ
り
も
生
育
期
間
が
長
く
、
株

が
張
り
や
す
い
品
種
の
た
め
、
過
繁
茂
に
よ
る
紋
枯
病

の
発
生
や
、
葉
色
が
濃
い
こ
と
か
ら
く
る
病
害
虫
被
害

に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
高
温
登
熟
性
に
優

れ
た
品
種
で
は
な
い
た
め
、
移
植
は
5
月
15
日
以
降
に

行
い
ま
し
ょ
う
。

○
き
ぬ
む
す
め
　

1
等
米
比
率
77
・
1
％
（
1
年
産
78
・
9
％
）

　
出
穂
期
ま
で
は
、
茎
数
・
草
丈
・
葉
色
と
も
順
調

に
生
育
し
た
一
方
、
長
梅
雨
に
よ
り
中
干
し
管
理
が
難

し
く
、
根
が
浅
く
軟
弱
徒
長
気
味
と
な
り
ま
し
た
。

　
出
穂
期
以
降
は
、
猛
暑
や
台
風
に
伴
う
フ
ェ
ー
ン
現

象
な
ど
、
厳
し
い
環
境
で
の
登
熟
と
な
り
ま
し
た
。
7

月
の
日
照
不
足
（
日
照
時
間
：
平
年
の
約
44
％
）
に

よ
っ
て
デ
ン
プ
ン
の
蓄
積
が
不
十
分
な
稲
体
に
与
え
る

影
響
は
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
７
月
に
ほ
場
が

乾
く
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
、
収
穫
の
作
業
効
率
を
考

慮
し
て
登
熟
期
間
中
の
か
ん
水
を
控
え
た
ほ
場
で
は
、

根
の
活
性
低
下
が
さ
ら
に
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
9
月
は
、
台
風
9
・
10
号
の
通
過
や
局
所
的
な
集

中
豪
雨
に
よ
っ
て
倒
伏
ほ
場
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
フ
ェ
ー
ン
現
象
の
影
響
も
あ
り
吸
水
不
良
に
よ

る
干
ば
つ
被
害
も
あ
り
ま
し
た
。

　
病
害
虫
は
、
葉
色
が
濃
い
ほ
場
を
中
心
に
コ
ブ
ノ
メ

イ
ガ
に
よ
る
止
め
葉
の
食
害
も
あ
り
、
出
穂
後
の
光
合

成
に
も
影
響
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
に

よ
る
坪
枯
れ
被
害
も
町
内
各
地
で
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

登
熟
期
間
は
高
温
に
よ
り
平
年
に
比
べ
短
く
な
り
ま
し
た
。

　
収
量
は
や
や
不
良
。
地
上
部
の
生
育
が
良
好
で
あ
っ

た
た
め
、
穂
数
や
一
穂
籾
数
は
概
ね
平
年
並
み
に
確
保

出
来
た
も
の
の
、
粒
が
小
さ
く
、
網
下
米
が
多
く
な
っ

た
（
登
熟
歩
合
、
千
粒
重
の
低
下
）
こ
と
が
低
収
の
大

き
な
要
因
と
な
り
ま
し
た
。

（
施
設
荷
受
開
始
：
9
月
20
日
、
収
穫
最
盛
期
：
9
月
29
日
）

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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　恵
依
ち
ゃ
ん（
5
歳
）

め  

い

左
岩
谷

　浩
輝
く
ん
　（
7
歳
）

ひ
ろ 

き

右

出雲市郵送大腸がん検診のご案内出雲市郵送大腸がん検診のご案内
　ＪＡ島根厚生連では出雲市から委託を受け、大腸がん検診を実施しています。

受診対象者は40歳以上の出雲市民の方です。
検診の方法は、皆様から郵便で直接検体をお送りいただく“郵送法”となっています（検査料金は310円）

①申込はがきを記入し投函
   （ＪＡしまね斐川地区本部各支店・店に置いてあります）

②「検査容器」と
　「検査料の払込用紙」が送られてきます

③JA窓口で検査料３１０円を払い込む 
④届いた容器に便を採取し、返信用封筒に検査容器を入れて投函する

申込み期限：令和3年1月29日（金）必着です。 

検
診
の
流
れ

   ＪＡしまね斐川地区本部各支店・店にも申込書を置いていますので、是非
　お申込ください。
   　（すでにお申し込みをしている方は、改めて申し込む必要はありません）。

大腸がん検診は
｢年に１回受診することが望ましい」
とされています。
今年度、大腸がん検診を受けていない方は、
この機会に大腸がん検診を受けましょう。

JA 島根厚生連（大腸がん検診担当）
営業時間　月～金　８：３０～１７：００
TEL 0853-31-4770

お問い合わせ

我が子自慢・我が子自慢・
孫自慢孫自慢

「我が子自慢・孫自慢」
あなたの撮った写真を掲載してみませんか？

プロ・アマ問いません。 ※写真にはコメント、住所、お名前、連絡先を付けて応募して下さい。

JAしまね斐川地区本部 組織広報課
〒699-0593 出雲市斐川町荘原2172-3番地
☎73-9605  Eメール：kouhou.hik@ja-shimane.gr.jp

応募先大募集！！

ひかわあぐりキッチン　ふぁみーゆ
ひかわあぐりキッチン　ふぁみーゆ
ひかわあぐりキッチン　ふぁみーゆ
ひかわあぐりキッチン　ふぁみーゆ
ひかわあぐりキッチン　ふぁみーゆ
ひかわあぐりキッチン　ふぁみーゆ
ひかわあぐりキッチン　ふぁみーゆ
ひかわあぐりキッチン　ふぁみーゆ

９：3０～
10：0０～
９：3０～
9：００～
9：３０～
10：００～
13：３０～
9：0０～

12月21日（月）
12月23日（水）
12月24日（木）
12月28日（月）
1月12日（火）
1月13日（水）
1月18日（月）
1月21日（木）

パッチワークグループ
女性倶楽部ソレイユ
書道グループ
ひまわりグループ
ちぎり絵グループ
いきいきグループ
絵てがみグループ
手芸グループ

　つつじ園では、11月18日～20日の3日間、初の「文化祭」が企画されました。1ヵ月前から皆さんに「歌」「手
作りの銭太鼓」「トーンチャイム」などの練習をしていただき、本番はご家族をお迎えしての発表会を行い
ました。緊張されていたのか、終わるとホッとされた表情で笑顔を見せて感想を述べてくださいました。
また、玄関ホール、パネル、テーブルには、皆さんが日頃取り組まれた作品を展示して鑑賞し
ていただきました。おやつの時間には、「手作りスイーツバイキング」で楽しんでいただき、
ご家族の方には、意見交換をしながら試食してもらい有意義な時間となりました。

つつじ園「文化祭」で芸術の秋

健康で元気に育ってね！！

　
11
月
４
日
に
家
の
光
記
事
活
用
と
し
て
10
月
号
の
記
事
の
中
か
ら

「
カ
ボ
チ
ャ
食
べ
つ
く
し
レ
シ
ピ
」
を
14
名
が
参
加
し
て
作
り
ま
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
、
揚
げ
な
い
コ
ロ
ッ
ケ
、
カ
ボ
チ
ャ
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ
、

レ
タ
ス
と
ワ
カ
メ
の
酢
の
物
、
抹
茶
か
ん
の
練
乳
が
け
の
4
品
で
し

た
。
コ
ロ
ッ
ケ
は
パ
ン
粉
を
上
下
に
ま
ぶ
し
、
側
面
に
は
つ
け
ず
少

量
の
油
で
焼
く
の
で
カ
ロ
リ
ー
を
セ
ー
ブ
で
き
ま
す
。
ポ
タ
ー
ジ
ュ

は
生
の
ま
ま
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
温
め
る
だ
け
で
し
た
が
、
火
を
通
し

て
か
ら
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
た
方
が
美
味
し
い
と
い
う
感
想
で
し
た
。

参
加
者
は
「
普
段
は
煮
物
に
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
今
度
は
コ
ロ
ッ

ケ
を
作
っ
て
家
族
に
も
食
べ
て
も
ら
い
た
い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

カ
ボ
チ
ャ
料
理
に
挑
戦

こちらも手作り看板

投稿者 荘原地区
岩谷　匡浩さん、春香さん

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ
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　ＪＡ島根厚生連では出雲市から委託を受け、大腸がん検診を実施しています。

受診対象者は40歳以上の出雲市民の方です。
検診の方法は、皆様から郵便で直接検体をお送りいただく“郵送法”となっています（検査料金は310円）

①申込はがきを記入し投函
   （ＪＡしまね斐川地区本部各支店・店に置いてあります）

②「検査容器」と
　「検査料の払込用紙」が送られてきます

③JA窓口で検査料３１０円を払い込む 
④届いた容器に便を採取し、返信用封筒に検査容器を入れて投函する

申込み期限：令和3年1月29日（金）必着です。 

検
診
の
流
れ

   ＪＡしまね斐川地区本部各支店・店にも申込書を置いていますので、是非
　お申込ください。
   　（すでにお申し込みをしている方は、改めて申し込む必要はありません）。

大腸がん検診は
｢年に１回受診することが望ましい」
とされています。
今年度、大腸がん検診を受けていない方は、
この機会に大腸がん検診を受けましょう。

JA 島根厚生連（大腸がん検診担当）
営業時間　月～金　８：３０～１７：００
TEL 0853-31-4770

お問い合わせ

我が子自慢・我が子自慢・
孫自慢孫自慢

「我が子自慢・孫自慢」
あなたの撮った写真を掲載してみませんか？

プロ・アマ問いません。 ※写真にはコメント、住所、お名前、連絡先を付けて応募して下さい。

JAしまね斐川地区本部 組織広報課
〒699-0593 出雲市斐川町荘原2172-3番地
☎73-9605  Eメール：kouhou.hik@ja-shimane.gr.jp

応募先大募集！！
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書道グループ
ひまわりグループ
ちぎり絵グループ
いきいきグループ
絵てがみグループ
手芸グループ

　つつじ園では、11月18日～20日の3日間、初の「文化祭」が企画されました。1ヵ月前から皆さんに「歌」「手
作りの銭太鼓」「トーンチャイム」などの練習をしていただき、本番はご家族をお迎えしての発表会を行い
ました。緊張されていたのか、終わるとホッとされた表情で笑顔を見せて感想を述べてくださいました。
また、玄関ホール、パネル、テーブルには、皆さんが日頃取り組まれた作品を展示して鑑賞し
ていただきました。おやつの時間には、「手作りスイーツバイキング」で楽しんでいただき、
ご家族の方には、意見交換をしながら試食してもらい有意義な時間となりました。

つつじ園「文化祭」で芸術の秋

健康で元気に育ってね！！

　
11
月
４
日
に
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の
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事
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用
と
し
て
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号
の
記
事
の
中
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、
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の
ま
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に
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る
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で
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を
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し

て
か
ら
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
た
方
が
美
味
し
い
と
い
う
感
想
で
し
た
。

参
加
者
は
「
普
段
は
煮
物
に
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
今
度
は
コ
ロ
ッ

ケ
を
作
っ
て
家
族
に
も
食
べ
て
も
ら
い
た
い
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12 月30日
(水 )

12 月31日
(木 )

1月1日
(金）

1月2日
(土 )

1月3日
(日 )

1月4日
(月 )

斐 　 川 ○ ○ ○ ○ ○ ○

荘 　 原 ○ ○ ○ ○ ○ ○

出 　 西 ○ ○ ○ ○ ○ ○

伊 波 野 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ゆめタウン斐川 ○ ○ ○ ○ ○ ○

斐 川 中 部 ○ ○ ○ ○ ○ ○

新 川 中 央 ○ ○ ○ ○ ○ ○

出 　 東 ○ ○ ○ ○ ○ ○
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